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協議会名 四谷ひろば避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和 ６年 １１月 ２４日（日）  ９時００分（発災）～１２時００分 

運営する

町会・自治

会等 

四谷三丁目町会、四谷四丁目町会、荒木町町会、舟町町会、愛住町町会、片町町

会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
８３人 民間事業者  人 児童・生徒 人 

PTA 人 学校教職員 人 防災関係機関等 人 

その他 ５人 区職員 １０人 合  計 ９８人 

訓練概要 

１ 避難所開設キットを使った開設訓練 

９時３０分からの開会式後に避難所開設キットの説明を実施、その後に各部に

分かれて訓練開始。 

【訓練内容】 

① 本部の立ち上げ、② 施設の安全点検、③ 避難者の受付、④ 災害情報収集・ 

伝達、⑤ 飲料水の確保、⑥ アルファ化米の炊き出し、⑦ トイレの準備、⑧照

明の確保、⑨女性専用スペース等の設置 

２ 映像鑑賞（消防署） 

特色・良

かった点 

・成果等 

 

・避難所開設キットを使用した訓練は繰り返し行っており、参加者に開設キット

の存在を知っていただくとともに、実際に使ってみることで、発災時に各自がす

べきことを認識してもらうことができた。 

・訓練前の避難所運営管理協議会において、役員の中で、開設キットと本部の役

割について事前に確認をしたことで、訓練当日、円滑に本部を立ち上げることが

できた。 

・トランシーバーで情報連携をしながら、一時集合場所から避難所まで集団避難

を行う流れの確認ができた。 

・在宅避難の重要性を再認識することができた。 

課題・改

善点等 

 

 

・トランシーバーを使って情報連絡をする際、人によって使い方が異なるので混

乱してしまった。 

・部によっては作業途中で時間が終わってしまった。 

・他の部での訓練内容を把握できなかった。 

 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・意

見等 

 

・地域住民に対して、避難所に関する知識や在宅避難の重要性などを広めていく

必要がある。 

・今後も、開設訓練を継続して実施していきたい。 

・トランシーバーの運用に関するルール作りをしていきたい。 

・発災時の連携のためにも、地域住民同士のつながりを広げていくことが大切と

なるため、より多くの地域住民が参加できるような訓練内容への見直しを図りた

い。 

≪訓練の様子≫  

   
本部の立ち上げ 施設の安全点検 避難者の受付 

避難所運営管理協議会の役員

を主体として、本部の立ち上げ

を実施した。 

被害状況の想定をもとに、各部

屋が使用可能であるかという

ことについて確認し、本部に報

告を行った。 

受付に必要な物品等を準備し

た後、避難者の受付の手順を確

認した。 

   
災害情報収集・伝達 飲料水の確保 アルファ化米の炊き出し 

災害情報システムの使用方法

について説明を受け、地域本部

との情報伝達訓練を行った。 

備蓄倉庫内で給水資材の場所

の確認を行った。 

発電機起動とバーナー点火の

操作確認をし、アルファ化米の

炊き出しを行った。 

   
トイレの準備 照明の確保 女性専用スペース等の設置 

手順書を見ながら災害用トイ

レを組み立てた。（グラウンド

工事中のため体育館で実施） 

備蓄倉庫内で照明機材の場所

の確認と、設置場所の検討を行

った。 

間仕切りとワンタッチテント

の組み立てを行った。 

 

映像鑑賞 

消防署に用意いただいた映像

を鑑賞した。 
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協議会名 牛込第三中学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和 6年１１月１０日（土）  ９時００分～１２時００分 

運営する

町会・自治

会等 

長延団地自治会、大日本印刷通町会、市谷左内町町会、納戸町町会、加賀町親和

会、二十騎町町会、南山伏町町会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
４０人 民間事業者  ２人 児童・生徒 １０２人 

PTA １人 学校教職員 ８人 防災関係機関等 ８人 

その他 ５人 区職員 １２人 合  計 １７８人 

訓練概要 

町会・自治会等の参加者は、それぞれの一時集合場所に集合し、避難所まで移動。 

9時に体育館で開会式を行う。危機管理課による地震、水害対策についての説明。

町会・自治会等の参加者と、中学 1年生生徒・学校関係者に分かれて訓練を実施。

（＊各訓練は以下の通り）その後町会・自治会等の参加者と中学１年生生徒・学

校関係者が再び合流し、仮設トイレ（ベンチャートイレ）の組立訓練、発電機の

訓練を行う。その後１１時 45分に体育館で閉会式を行い、備蓄物資を配布。 

【町会・自治会等】 

避難所開設キットを使用した訓練（本部の立上げ）、避難所開設キットの紹介、

防災無線を用いた災害情報の収集伝達訓練、飲料水・バーナー・ベンチャート

イレの準備と確認、備蓄倉庫内の物品の紹介及び説明 

【中学生・学校関係者】 

AED訓練、消火訓練・仮設トイレ（イーストアイトイレ）組立訓練、通報訓練、

長周期地震動の体験 

 

特色・良

かった点 

・成果等 

●町会と学校で班を分け、さらにその中でも班を分けることにより、多くの訓練

内容を短時間で体験してもらうことができた。 

●消防、警察、学校関係者など、区の職員以外の方々にも協力していただき、多

くの参加者の方々が訓練間の時間を余すことなく訓練ができた。 

●前回の訓練で体験型の訓練を行いたいという意見が出ており、それを踏まえ今

回の訓練では長周期地震動の体験や、消火訓練、AED訓練など多数の体験型の訓

練を実際行ってもらうことができた。 

 

課題・改

善点等 

●町会ごとの参加人数にばらつきがみられ参加者が少ない町会もあるので、訓練

案内チラシを工夫したり、チラシの周知方法を変えるなどして訓練参加者を増や

すことが必要である。 

●災害情報の収集伝達をする訓練で防災無線がつながらなかったので改善が必要

である。 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・意

見等 

●災害が起きる時間は予測が難しく、夜間、年末年始など区の職員や関係者がす

ぐに駆け付けられない状況も考えられるので、地域の人々の協力で避難所を開

設・運営できるような内容の訓練を考えていきたい。 

≪訓練の様子≫  

   
【本部の立上げ訓練】 【開会式】 【避難所開設キットの紹介】 

町会・自治会等の参加者が避難

所開設キットのマニュアルに

従い、本部の立上げを行った。 

代表世話人挨拶後、箪笥町特別

出張所から訓練内容説明。 

危機管理課から避難所開設キ

ットの紹介、避難所開設キット

に関する質疑応答を行った。 

   
【備蓄物品の紹介】 【災害時用品の紹介】 【トイレ組立訓練】 

危機管理課から、備蓄倉庫内の

物品の紹介及び説明。 

新宿区防災用品の紹介。体育館

で現物を見ていただいた。 

トイレを実際に組立てた。悪天

候時の組み立ては苦労しそう

という意見が出ていた。 

   

【発電機の訓練】 【閉会式】  

発電機を実際に使用して、災害

時に実際、発電機を使えるよう

に使用方法、周囲の安全確保な

どの説明を受けた。 

代表世話人、校長先生に挨拶を

いただき、生徒代表者一名が訓

練の感想を発表した。 
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協議会名 牛込第二中学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和６年１０月５日（土）   ８時００分 ～ １２時００分 

運営する

町会・自

治会等 
喜久井町町会、早稲田南町町会、馬場下町会、牛込高田町町会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
  ４７人 民間事業者    ０人 児童・生徒    ４６人 

PTA １人 学校教職員 ７人 防災関係機関等     ８人 

その他 ４人 区職員 １１人 合  計 １2４人 

訓練概要 

１ 「避難所開設キット」を活用した避難所開設訓練(防災役員、中学生等９７名

参加) 

  ８時に集合し、避難所本部（各町会長等）の指揮のもと、下記の訓練内容に

ついて役割分担した後、一体となって訓練に取り組んだ。 

【訓練内容】 ①本部の設置 ②施設の安全点検 ③照明の確保 

④防寒シートセットの配布 ⑤女性相談窓口の設置 ⑥災害情報の収集・伝達

⑦避難者の受付 ⑧飲料水の確保 ⑨アルファ化米の炊出し ⑩トイレの準備

⑪傷病者への対応 ⑫ペット同行避難者への対応 

２ 地域防災訓練 

  １０時に体育館にて開会式を行った後、３班に分かれて訓練を実施した。 

【訓練内容】 ①ＡＥＤ操作訓練 ②災害用トイレ設置訓練 ③防災啓発動画視聴 

特色・良

かった点 

・成果等 

・今回は牛込第二中学１年生４６名が加わり、例年より大人数で避難所開設訓練

を行った。当日は悪天候だったが、全体で 100人近くの方が参加した。 

・避難所開設キットを活用した避難所開設訓練では、キットを確認し、話し合い

ながら、作業を進めていた。アンケート回答結果では、避難所開設訓練につい

て、「参加して良かった」、「どちらかというと参加して良かった」と回答した方

が９１％に達した。その他の意見についても、「いろんな人と交流ができた」「キ

ットを見て説明を受けることで理解が深まった」等、好評な意見が多かった。 

・中学生の皆さんは地域の方々に教わりながら、積極的に活動に参加していた。

アンケートでは、「知識や技術が得られた。災害時、積極的に出来る事をしてい

きたい」等の意見が出た。 

課題・改

善点等 

・各部から準備終了の連絡がなかったため、周知方法の検討が必要だった。（本部） 

・情報連絡部の作業メニューである「災害情報の収集・伝達」について、システ

ムの入力が難しかった。（情報連絡部） 

・年に 1 回であるため、忘れてしまっていたといった意見が出た。 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・

意見等 

・今回の訓練を通して、「防災についての理解が深まった。災害時に何をすればよ

いのかがわかった。」という意見が出た。加えて、「もっと深く学びたい、実際

に体験出来なかったことがあった」という意見があり、訓練の種類や内容の見

直しをしていきたい。 

≪訓練の様子≫  

   
【避難所開設訓練の役割分担】 【1-⑦避難者の受付】 【1-⑨ アルファ化米の炊出し】 

防災役員４７名が１階図書室に集

合した。避難所本部(各町会長等)の

指揮のもと、避難所を開設するため

の各作業について、役割分担と各部

打合せが行われた。 

防災役員(避難誘導部)が、１階昇

降口前に避難者の受付場所を開

設した。地域防災訓練の参加者

の受付をした。 

防災役員(物資供給部)が、校舎の

連絡通路でアルファ化米の炊き出

しを行った。避難誘導部から報告

された避難者数を元に、炊き上が

ったアルファ化米を小分けにし、

配布する準備をした。 

 

   
【1-⑨ アルファ化米の炊出し】 【1-⑩ トイレの準備】 【2 地域防災訓練開会式】 

防災役員(物資供給部)が、校舎の連

絡通路でアルファ化米の炊き出し

を行った。避難誘導部から報告され

た避難者数を元に、炊き上がったア

ルファ化米を小分けにし、配布する

準備をした。 

防災役員(救護衛生部)が、体育館

内に災害用トイレ（２種類）の組

立を行った。（上記写真はイース

トアイ） 

一般の参加者と牛込消防署が加わ

り、開会式が行われた。防災役員

等からの挨拶と訓練の日程につい

て説明があった。 

   
【2-① AED 操作訓練】 【2-②災害用トイレ設置訓練】 【2-③ 防災啓発動画視聴】 

牛込消防署・消防団の指導のもと、

ＡＥＤを使用した救命手順を教わ

った。参加者全員で呼びかけや、Ａ

ＥＤの使用、心臓マッサージの仕方

を学んだ。 

参加者が協力し、体育館内に災

害用トイレ（２種類）の組立てを

行った。（上記写真はベンチャ

ー） 

首都直下地震の動画を視聴した

後、区職員が避難所開設に関する

説明を行った。 
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協議会名 余丁町小学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和 ６年１１月１７日（日）   ９時 ００分～ １１時 ５０分 

運営する

町会・自

治会等 
若松町町会、河田町町会、余丁町町会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
１２９人 民間事業者  ２人 児童・生徒 ５人 

PTA ０人 学校教職員 ２人 防災関係機関等 １８人 

その他 ６人 区職員 ２０人 合  計 １８２人 

訓練概要 

8 時発災を想定し、8 時 15 分に各町会に避難所が開設された旨の伝達を行い、

8時 45分を目途に余丁町小学校に集合。9時から開会式実施。 

【訓練項目】①まちかど防災訓練車体験、②医療救護所訓練、③炊き出し訓練、

④防災無線通信訓練、⑤仮設トイレ組立設置訓練、⑥受水槽での給水訓練、⑦避

難所開設キットの取扱い説明、⑧災害時用電話機の取扱い説明、⑨災害時ドロー

ンデモ 

特色・良

かった点 

・成果等 

・東京消防庁で 4台しか所有していない「まちかど防災訓練車」の体験を行った。

子どもから大人まで幅広い世代の方々に体験していただけた。 

・医療救護所訓練は、三角巾による応急処置訓練、BWA やトランシーバーによ

る情報伝達訓練といった、より実戦的な訓練を行った。 

・訓練ブースの見学については、訓練参加者を各町会ごとに分けて行っていたが、

町会の数（３町会）に対して、ブースの数が７つと多かったため、ブースによっ

て間が開いてしまうところがあった。そのため、今年度は各町会ごとに２グルー

プに分けて行ったため、間が開くことなく、どのブースもスムーズに見学するこ

とができた。 

課題・改

善点等 

・女性用テントの展示があったものの、展示のみになってしまったため、来年度

以降は、女性や配慮を必要とする方への対応を想定した訓練を実施する必要があ

る。 

・小学生の参加がほとんどなかったため、余丁町小学校や PTA と連携し、啓発

等を行う必要がある。 

 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・

意見等 

・余丁町小学校の授業の一部に避難所訓練を取り入れる 

・ペット同伴の避難者への対応訓練 

 

≪訓練の様子≫  

   
まちかど防災訓練① まちかど防災訓練② 医療救護所訓練 

東京消防庁で 4台しか所有し

ていない訓練車。模擬消火栓、

スタンドパイプ、訓練用消火

器を搭載している。 

子どもから大人まで幅広い世

代の方々に体験していただけ

た。 

三角巾による応急処置訓練、

BWA やトランシーバーによ

る情報伝達訓練といった、よ

り実戦的な訓練を行った。 

   
炊き出し訓練 防災無線通信訓練 仮設トイレ組立設置訓練 

昨年度は閉会式までに間に合

うかどうかギリギリの状況だ

ったが、今年度はスムーズに訓

練を行うことができた。 

余丁町小学校と若松町特別出

張所を結んで通信訓練を実施

した。 

昨年度はこの位置に多くの自

転車が駐輪していて、訓練に支

障をきたしていたため、今年度

は事前にテープで規制したた

め、スムーズに行えた。 

   
受水槽での給水訓練 避難所開設キット取扱い説明 災害時用電話機取扱い説明 

訓練参加者が実際にバルブを

ひねり、給水することを確認し

ていた。 

危機管理課職員による説明を

受けた。 

危機管理課職員による説明を

受けた。 
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≪訓練の様子≫ 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会名 大久保小学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和６年１２月１４日（土）  １３時３０分～ １６時００分 

運営する

町会・自

治会等 
いぶき町会、歌舞伎町二丁目町会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
２２人 民間事業者  ３人 児童・生徒 ０人 

PTA ５人 学校教職員 ２２人 防災関係機関等 ０人 

その他 １人 区職員 ２０人 合  計 ７３人 

訓練概要 

 今年度の訓練は、全体訓練で避難所立ち上げ時における「優先順位の高い活動」に

注視した活動後、各部に分かれ、「役割の確認・実践（訓練）」の構成で実施した。また、

同日に医療救護所訓練を実施した（健康部）。 

【タイムスケジュール】 

 13：30～開会式・訓練説明、全体訓練  14：20～各部訓練  15：30～訓練振り返り 

【訓練内容】 

全体訓練：①施設の安全点検訓練 ②受付訓練 

各部訓練：①避難所利用計画の設定 ②無線通信訓練 ③受水槽給水訓練 

 ④バーナー操作訓練 ⑤炊出し訓練  ⑥仮設トイレ設置訓練 

 ⑦女性専用スペースの設置訓練 ⑧動物救護所設置訓練 

 ⑨医療救護所訓練（健康部）  

特色・良

かった点 

・成果等 

■代表世話人からの働きかけもあり、今年度は学校教職員が２２人もの参加があった。  

避難所運営についての知識と、訓練に参加した経験が学校教職員に蓄積された。 

■人手が足らず訓練に支障が出る部について、即座に代表世話人からの指示があり活

動部員の再配置が迅速に行われていた。実際の発災時においても計画通りにいかな

いことが多く出ると予測されるが、臨機応変に対応できる心構えと知識が備わっている

ことが確認できた。 

■全体訓練として、避難所開設の可否に大きな影響がある施設の安全点検を参集者

（訓練参加者）全員で実施した。校舎内に被害想定を多数設置し、避難部屋想定とな

っている教室について使用の可否を判断するシミュレーション訓練を実施した。避難

所立ち上げ時における初動対応について多くの委員が経験することができた。  

■各部の個別訓練では、委員が自ら資機材等の操作に取り組む姿が見られ、自分たち

で避難所運営を行う自負と責任感を強く感じた。 

課題・改

善点等 

■訓練メニューが多かったため、避難所運営管理マニュアルや避難所開設キットを確認

しながら訓練に取り組む時間が十分に確保できなかった。 

■避難所で扱う各種様式について、簡素化して分かりやすくする改善が必要であると委

員からの意見があった。 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・

意見等 

■地域住民参加の避難所訓練を実施してみたい。 

■割り当てられた避難部屋（教室）の使い方について考えたい。 

■部の委員が全員集まらないことが多い。集まった人同士で補完して動ける体制作りが

必要と感じる。 

■民泊の宿泊客や、観光目的の来街者が避難所に来た際の対応に不安を感じる。 

（一度避難所に受け入れてしまったら、他所への案内ができそうにない。） 

   
【運営管理組織立上げ訓練】 【施設の安全点検訓練】 【避難所利用計画の設定】 

本部主導により避難所運営管理

組織の参集状況を確認し、人員

の割り振りを行った。また、避

難所運営管理体制を確認できる

よう組織図の一覧表を作成し、

掲示した。 

「学校利用計画図」及び「安全点

検表」を基に学校内の安全点検

を行った。避難所開設にあたり、

優先度が非常に高い内容と位置

付け、訓練参加者（参集者）全員

で実施した。 

施設の安全点検の結果を踏ま

え、居住スペースとして利用で

きる場所を決定した。決定後、校

舎利用計画図を作成し、掲示し

た。 

   
【受付訓練】 【バーナー操作訓練】 【炊出し訓練】 

避難者役と受付役に分かれ、健

康状況チェックリストや本人へ

の聞き取りを行い、区分分け想

定の訓練を実施した。 

防火部が中心となり、バーナー

の使い方の説明を受け、実際に

操作した。また、発電機の操作訓

練についても併せて実施した。 

物資供給部によるアルファ化米

の炊出し訓練を行った。今回の

訓練では約５０人分を用意し

た。 

   
【仮設トイレ設置訓練】 【反省会】 【医療救護所訓練（健康部）】 

仮設トイレを組み立てること

で、組み立て作業時間、順序な

どの確認をすることができた。 

また、Ｄ級ポンプを使用し屋上

プールから水を引き、トイレ水

洗用水槽に貯水する訓練を実施

した。 

各部で訓練を振り返り、訓練を

通して良かった点、課題の発見、

翌年度以降に取り組みを行いた

い訓練内容について発表した。 

模擬患者の受付から、トリアー

ジ患者の応急処置、情報伝達、搬

送調整、搬送まで一連の流れを

訓練した。 
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協議会名 戸塚第三小学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和 ６年 １２月 １４日（土）  午前９時 ～ 11時 

運営する

町会・自

治会等 

高田馬場三丁目宮田会、高田馬場西商店街振興組合、高田馬場三丁目戸三親和会、

高田馬場三丁目光和会、高田馬場コーポラス自治会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
５５人 民間事業者 ０人 児童・生徒 ０人 

PTA ２人 学校教職員 ９人 防災関係機関等 １１人 

その他 ０人 区職員 ８人 合  計 ８５人 

訓練概要 

 

○学校施設管理協力員による学校施設施錠解除訓練を実施。 

○各班（町会ごと等）に分かれての訓練を実施。 

【体験訓練項目】 

①水害に関する防災講話、②けむり体験・水消火器訓練、③起震車体験、 

④マンホールトイレの設置・設備訓練、⑤応急救護訓練（AEDと三角巾） 

特色・良

かった点 

・成果等 

 

今回初めての試みとして実施した学校施設管理協力員による施設施錠解除

訓練は、実践を想定した訓練となり有意義なものだった。 

訓練には、町会等一般参加に加え、学校教職員も参加して行われた。当該

小学校は、水害による浸水想定区域にあり、地域住民の水害に関する防災意

識が高いことから、避難訓練実施前に水害に関する防災講話を行った。 

また、消防署及び警察署の協力のもと、消火器の操作訓練やけむり体験、

AED・三角巾を用いた応急救護訓練といった実践的な訓練のほか、区防災セ

ンター起震車による地震の疑似体験型の内容も含め、災害時の行動や防災へ

の関心の向上につながるような訓練を実施した。 

そのほか、マンホールトイレの組み立て場所を確認し、トイレの組み立て

方や、実際に使用した場合の汚物処理手順など、実践に即した説明を受けた。 

課題・改

善点等 

 

 時間の関係で、マンホールトイレでの実際の設営訓練ができなかった。また、

防災備蓄倉庫の見学などもなかったため、新配備した備品の確認もできなかっ

た。次年度以降は、上記 2点の課題を踏まえて、訓練の内容を検討していきた

い。 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・

意見等 

 

実地訓練を前に開催した運営管理協議会において、委員から日常生活（家）

の中にあるもので応急救護ができればよいといった意見があったため、内容

等について、関係機関と調整しながらどのようなことが出来るか検討したい。 

また、今回初めての試みとして実施した学校施設管理協力員による施設施

錠解除訓練は実践に即した訓練となったことから、今後も継続して実施して

いきたい。 

 

 

≪訓練の様子≫  

   
避難所施設施錠解除訓練 水害に関する講話 

 

休日等に災害が発生したことを想定し、戸塚第三小学校指導のもと、学

校施設管理協力員が校門、受付会場となる会議室、避難場所となる体育

館の施錠解除訓練を行った。 

 

地域特性上、水害に関する防災意

識が高いことから、区危機管理課

による講話を実施し、防災意識の

向上を図った。 

   
消火器による初期消火訓練 けむり体験 マンホールトイレ設置・設備訓練  

 

消防署・消防団の指導のもと、水消

火器を用いて発災時の初期消火訓

練を実施した。 

 

消防署・消防団の指導のもと、けむ

り体験機を用いてけむりが充満し

た中での移動の仕方について訓練

を実施した。 

 

区危機管理課の指導のもと、マン

ホールトイレの設備の使い方、ト

イレの設置方法などを実施した。 

   
応急救護訓練 地震の疑似体験訓練 

 

消防署・消防団の指導のもと、自動

体外式除細動器（AED）を用いた

応急救護訓練を実施した。 

 

消防署・消防団の指導のもと、応急

救護訓練として、三角巾での応急

処置を実施した。 

 
起震車（区防災センター）↑ 
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協議会名 落合第一小学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和６年８月２５日（日）  ８時３０分～１３時００分 

運営する

町会・自治

会等 
中落合一丁目みどり町会、中落合二丁目町会、中落合三丁目やよい町会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
６１人 民間事業者 ０人 児童・生徒 ４人 

PTA ６人 学校教職員 ２人 防災関係機関等 ２１人 

その他 ２４人 区職員 ８人 合  計 １２６人 

訓練概要 

AED訓練、水消火器訓練、起震車体験、仮設トイレ見学、備蓄倉庫見学、ワンタ

ッチテント操法訓練、間仕切り訓練、家具転倒防止（講話）、バーナー訓練を行っ

た。 

特色・良

かった点 

・成果等 

 令和６年度は障がい者の視点を取り入れた訓練を実施するため、協議会での協

議の段階から中落合あしたホームの事業所長に参加いただいた。 

 訓練当日には中落合あしたホームから知的障害者の方たちに参加いただき、訓

練のルートを回っていただいた。 

 障がい者の方たちからは「地域のイベントに参加できて楽しかった」という意

見が出たが、実際に生き生きとした様子で参加していただいていたので、非常に

良かったと思う。 

課題・改

善点等 

 時間の都合上、避難所の立ち上げ訓練を行わなかったが、立ち上げ訓練の実施

を強く求める声も上がったため、来年度は避難所の立ち上げ訓練を実施するべき

である。 

 また、来年度には障がい者の方たちを福祉避難所に連れていく訓練を実施した

い、という話が出ている。道中の安全性が確保できるのであれば、実施したいと

考えている。 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・意

見等 

上記のとおり、中落合あしたホームが事業所長を中心に、防災訓練に非常に協

力的なため、知的障害者の方たちと一緒に実施できる訓練を考えて、実際に実施

していきたい。 

 

≪訓練の様子≫  

   
開会式 開会式 バーナー訓練 

開会式の様子① 開会式の様子② 危機管理課職員が PTAの方た

ちにバーナーの使用方法を教

えている。 

   

受付 水消火器訓練  

受付の様子 町会ごとに受付

を行った。 

消火薬剤に代わり水を用いた

消火器訓練 
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協議会名 落合第五小学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和 ６年 10月 20日（日）  9時 00分～ 11時 45分 

運営する

町会・自治

会等 
上落合西町会、中井町会、上落合中央町会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
77人 民間事業者 0人 児童・生徒 0人 

PTA 0人 学校教職員 2人 防災関係機関等 13人 

その他 0人 区職員 12人 合  計 104人 

訓練概要 

9:00～ 担当者集合 各部に分かれ機器等準備 

9:30～ 受付開始 

9:50～ 開会式 

10:00～ 訓練開始（班別） 

     ➀消火器訓練➁仮設トイレ・スタンドパイプ 

➂家具転倒防止啓発・プライベートテント➃ろ水機・備蓄倉庫見学 

➄携帯トイレ・受水槽 

11:20～ ポンプ操法実演見学 

11:45～ 閉会式 

特色・良

かった点 

・成果等 

 

・訓練当日、雨がちらついていたが、その後天気に恵まれたこともあり、消防団

によるポンプ操法は圧巻のパフォーマンスであった。 

・スタンドパイプにおいては訓練参加者による実演も行った。今回の訓練におい

て、スタンドパイプは参加者にとって一番馴染みのないものであったが、実際に

参加者が消防団員とともに消火栓へ繋ぎ水を出すことで、より理解を深めること

ができたと思う。 

・備蓄倉庫見学の際に携帯トイレの説明・実演も行った。携帯トイレは在宅避難

啓発セットとして全世帯に配布することもあり、他の訓練内容に比べ質問が多く

参加者の携帯トイレに対する関心が高いように感じた。 

 

課題・改

善点等 

 

・参加者の多くが大人で、子どもの参加者が少なかった。幅広い年齢層による訓

練を実施するためにも、子どもの参加を促す工夫が必要だと感じた。 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・意

見等 

 

・実際に避難所を開設した際に慌てることがないように、開設にあたっての基本

的な部分を押さえる訓練を今後も実施していく。 

・また、その年の参加者のニーズ（今年度では携帯トイレ）を把握し、訓練に組

み込んでいく。 

 

≪訓練の様子≫  

   
開会式 消火器 仮設トイレ 

各班ごとに整列し、訓練内容の

説明を行った。 

水消火器による初期消火訓練

を行った。 

設営された仮設トイレの見学

を行った。 

   
スタンドパイプ プライベートテント 備蓄倉庫見学 

消火栓にスタンドパイプを設

置し、放水訓練を行った。 

展示されていたテントの中へ

入り、避難所生活におけるプラ

イベートテントの確認を行っ

た。 

実際に避難所の備蓄倉庫を見

学し、備蓄物資の確認をした。 

   
携帯トイレ 受水槽 ポンプ操法 

携帯トイレの仕様や使い方の

確認を行った。 

受水槽の設置場所の確認を行

った。 

消防団第 10 分団による操法

訓練を見学した。 
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協議会名 淀橋第四小学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和 ６年１０月２６日（土）  ８時００分～１２時３０分 

運営する

町会・自

治会等 

柏木三和会・北新宿三丁目町会・北新宿三丁目柏親会・北新宿四丁目町会・淀橋

第四小学校 PTA・日赤奉仕団柏木分団 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
７１人 民間事業者  ０人 児童・生徒 ０人 

PTA １人 学校教職員 ３人 防災関係機関等 １５人 

その他（日赤・議員） １２人 区職員 ８人 合  計 １１０人 

訓練概要 

柏木三和会、北新宿三丁目町会、北新宿三丁目柏親会、北新宿四丁目町会の４

町会は、それぞれの一時集合場所に集合した後、淀橋第四小学校校庭に集合、１

０時から開会式。４町会を 2班に分け、訓練順序に従い実施した。 

【訓練項目】①参集訓練、②避難所受け入れ訓練、③AED訓練、④応急救護訓練、

⑤防災無線通信訓練、⑥仮設トイレ組立設置訓練、⑦避難所開設キットを利用し

た避難所開設訓練、⑧水消火器訓練、⑨間仕切り・ワンタッチテント見学、⑩家

具転倒防止 DVD視聴 

特色・良

かった点 

・成果等 

各班から、「AED 訓練、応急救護訓練、水消火器訓練は、自ら機器を操作し体

験したことで、火災、人命等の緊急事態が発生した場合、速やかに対処できそう

だ。」、「いざというとき、慌てず冷静に対処できそうな自信を持てた。」等の感想

が寄せられ好評だった。また、新宿消防署による「家具転倒防止の DVD 視聴」

があったため、日頃からの備えの大切さを伝えることができ、好評であった。 

来年度以降は、シミュレーション型、体験型等の訓練項目をバランス良く充実

したい。 

課題・改

善点等 

学校のイベント、地域行事の関係で、避難所防災訓練等の実施日の調整が難航し、

日程の都合により、小学校児童が参加できなかった。来年度、訓練実施の計画は、

早い時期より各関係機関等と日程調整を図り、各行事及び避難所防災訓練等が支

障なく円滑に実施できるよう改善を図る。 

 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・

意見等 

災害用トイレの汚物、汚水等処理及び、日常生活用水の実地訓練ができなかった

ため、来年度以降、避難所運営管理協議会で提案する。 

 

≪訓練の様子≫  

   
水消火器訓練 応急救護訓練（講話） 災害用仮設トイレ 

新宿消防署員の説明を聞きながら、

訓練参加者は消火器を操作し、その

使用方法を学んだ。 

日赤奉仕団による応急救護の講

話を聞きながら、身近なバンダ

ナ等を利用した止血法など体験

した。 

災害用仮設トイレの組み立て

を行い、設置場所や使用方法等

について学んだ。 

   
AED訓練 無線訓練 ワンタッチテント 

新宿消防団第四分団等の指導によ

り、ＡＥＤ操作訓練を実施した。 

避難所本部から柏木地域本部と

の通信を想定した無線通信訓練

を実施した。 

危機管理課職員の説明を聞き

ながら、テントの設営方法等を

学んだ。 

   

閉会式 間仕切り  

訓練の総括を含め、閉会式を行っ

た。 

危機管理課職員の説明を聞き 

ながら、訓練参加者が実際に間 

仕切りを組み立て、その組立て 

方法を学んだ。 
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協議会名 西新宿小学校避難所運営管理協議会 

訓 練 日 令和 ６年１０月２０日（日）  ９時３０分 ～ １１時００分 

運営する

町会・自

治会等 

西新宿角三町会、西新宿四丁目町会、淀橋町会、西新宿小学校ＰＴＡ、 

角筈地区民生児童委員会 

参加者数 

町会・自治会等 

一般参加者 
36 人 民間事業者  ０人 児童・生徒 ０人 

PTA １人 学校教職員 １人 防災関係機関等 １０人 

その他 ２人 区職員 ２４人 合  計 ７４人 

訓練概要 

8 時３０分から今回の訓練会場であった西新宿小学校の体育館で、角筈特別出張

所の職員をはじめ、危機管理課、東新宿保健センター、新宿消防団第二分団、地

域活動班職員の方々と 9時 30分の開会式に合わせ設営準備を行った。 

開会式後、町会や自治会、一般参加者の方々を中心に仮設トイレ、間仕切り・プ

ライベートテント、受付訓練の三ヵ所で、各所の訓練を実施。保健センターの職

員は医療救護所訓練を実施。 

1０時 50 分から最後 10 分程、保健センターによる医療救護体制についての説

明を全体にし、閉会式となった。 

【訓練項目】 

・避難所開設キットの説明 

・間仕切りの説明 

・プライベートテントの組み立て訓練 

・仮設トイレの組み立て訓練 

・災害時に避難所を立ち上げた際の受付訓練 

・医療救護体制についての説明 

特色・良

かった点 

・成果等 

・各自が三ヶ所を自由に回れるようにした為、各所、均等に分散され、一人ひと

りへの綿密な説明をすることが出来た。よって訓練内容の理解力向上に繋がっ

たと考えられる。 

 

・組み立て作業は参加者に実際に体験してもらうことで本番さながらの体験をし

てもらうことが出来た。 

課題・改

善点等 

・プライベートテントで一部新品の物があり、使い方について一部不明な所があ

った為、使用前に一度出してから片付けるまでの一連の流れを把握しておく必

要がある。 

 

・防災訓練の参加者増加に向けての取り組みが課題である。 

その他 
※今後取

り組みた

いこと・

意見等 

・避難所の受付時に行う避難所登録カードの作成を、受付カードに記入した時点

で登録カードにも必要な項目だけ複写式になっていると、実際の災害時でも混

雑時の受付がスムーズに行えると考える。 

 

・訓練終了後に参加者から、避難者の受け入れについて質問があった。「帰宅困難

者を受け入れるのか」「近隣の区の住民を受け入れるのか」等。運営管理者のみ

ならず、訓練参加者に向けて、訓練において区の避難所の仕組みを説明する必

要性を感じた。 

≪訓練の様子≫  

   
【避難所開設キット説明】 【受付訓練】 【仮設トイレ設営訓練】 

危機管理課から避難所開設キットの

説明がされた。 

災害時の避難所で行う受付同様に参加

者に避難者受付カードを記入して頂

き、その情報を避難所登録カードに転

記する訓練を行った。 

災害時に使用する仮設トイレに関す

る概要等を説明の上、実際に参加者が

協力して組み立てる訓練が行われた。 

   
【間仕切り訓練】 【プライベートテント】 【医療救護体制の説明】 

間仕切りは設営準備時に組み立て、参

加者は訓練中に危機管理課から間仕

切りに関する説明を受けながら間仕

切りのモデルを観察する形となった。 

現物を使いテント１つに対して参加者

３～４人で協力しテントを組み立てて

から片付けるまでの一連の流れを実際

に体験してもらった。 

東新宿保健センターより災害時にお

ける医療救護体制についての説明が

全体にされた。 

   

【医療救護所訓練】 【閉会式】  

東新宿保健センターによる医療救護

所開設・運営訓練が行われた。 

11時 10分より閉会式を行った。  

 


